
この取扱説明書（簡易版）は、お買い上げ後、すぐにお使いいただくためのものです。� �
まずはじめに、本書を参照しながら接続をおこなってください。� �
くわしい説明については、取扱説明書（詳細版）のそれぞれの説明ページをご覧ください。�
なお、本機を正しく安全にお使いいただくため、お使いになる前に必ず「安全上のご注意」
をお読みください。

ブルーレイディスクプレーヤー
取扱説明書 （簡易版）

型
番 FBP-H260

安全上のご注意
この製品を正しく安全にお使いいただくために、次の事項に注意してください。
	■ 図記号について
•	この取扱説明書（簡易版）では、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしてい
ます。�
•	誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明して
います。

誤った取り扱いをしたときに、�
死亡や重傷などの重大な結果に�
結び付く可能性があるもの

誤った取り扱いをしたときに、�
傷害または家屋･家財などの損害に�
結び付く可能性があるもの

•	表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号の例

● 記号は必ずおこなっていただきたい行為を示しています。�
図の中に具体的な指示内容 （左図の場合は電源プラグをコンセントから抜くこと） が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを示しています。
図の中や近傍に具体的な禁止内容 （左図の場合は分解禁止） が描かれています。

 記号は注意 （危険、警告を含む） を促す内容があることを示しています。
図の中に具体的な注意内容 （左図の場合は感電注意） が描かれています。

図記号の意味

必ず指示に従い、おこなってください。 必ず電源プラグをコンセントから抜いて�
ください。

絶対におこなわないでください。 絶対に分解・修理はしないでください。

絶対にぬらさないでください。 絶対にぬれた手で触れないでください。

絶対に水場では使用しないでください。 絶対に触れないでください。

注意してください。 破裂に注意してください。

※この取扱説明書（簡易版）のイラストや画面はイメージであり、実際とは異なる場合があります。

本機を落としたり、 キャビネットを破損
したりした場合は、 電源プラグを 
コンセントから抜く

プラグを 
抜く

•	そのまま使うと火災･感電の原因と	
なります。	
お買い上げの販売店にご相談くだ	
さい。

画面が映らない、 音声が出ないなどの 
故障状態のときは電源プラグをコンセント 
から抜く

プラグを 
抜く

•	そのまま使うと火災･感電の原因と	
なります。	
お買い上げの販売店にご相談くだ	
さい。

電源プラグやコードが傷んでいる場合 
 （刃の曲がり、 プラグカバーの傷み、 心線
の露出、 断線など） は電源プラグをコンセ
ントから抜く

プラグを 
抜く

•	そのまま使うと火災･感電の原因と	
なります。	
お買い上げの販売店にご相談くだ	
さい。

	■ 設置･移動するとき
海水や塩害に注意

塩害注意

•	海辺にお住まいの方は窓からの海水や	
塩害に注意してください。

本機を車の中で使用しない
自動車内に放置しない

禁止

•	本機は車載用ではありません。
•	 車載で使用した場合は、車特有のノイズ	
をひろい、 音声や画像が乱れます。
•	窓を閉めきった自動車内では、 夏場は
高温になり、 キャビネットが変形し、	
発火･発煙事故の恐れがあります。	
また、冬場や雨期には結露が発生し、	
本機の故障の原因となります。
•	 お車に付いているACコンセントや	
市販品の車載用インバータなどを使って	
本機を使用しないでください。

本機を次のような場所に置かない

設置禁止

	- 湿気やほこりの多い場所
	- 油煙や湯気が当たる場所
	- 熱器具の近く
	- 直射日光の当たる場所
	- 押し入れや本棚など風通しの悪い場所
	- 閉めきった自動車内など高温になるところ
	- 周囲温度が40℃をこえる場所
	- 温度変化が起きやすい場所
	- 可燃性、爆発性、引火性のガスがある場所
	- 粉じんが発生する場所
	- 傾斜しているなどで不安定な場所
	- 船舶や自動車などの乗り物の中

•	発熱による変形や火災･感電･故障の	
原因となります｡

本機の上に乗らない

禁止

•	バランスがくずれて倒れたり、落下	
したりしてケガの原因となることが	
あります。	
特にお子様のいるご家庭ではご注意	
ください。

本機を持ち運ぶとき振動や衝撃をあたえない

禁止

•	故障の原因となることがあります。

本機の周囲をふさがない

禁止

	- 本機の通風孔はふさがない
	- 風通しの悪い狭い場所に置かない
	- 本機の上に何も置かない
	- じゅうたんや布団の上に置かない
	- 新聞紙、テーブルクロス、カーテンなどで	
覆わない
	- 壁やテレビ台などの周辺物との間は、15 cm
以上の間隔をおく

•	 内部に熱がこもり火災の原因となります。
安定した場所に設置する
お子様やペットの届かない場所に設置する

正しく 
設置する

•	本機は安定した場所に設置してくだ	
さい。転倒し、ケガの原因となることが	
あります。

	■ 電源コード･プラグの取り扱い
電源プラグはすぐに抜けるように容易に手が 
届く位置のコンセントを使用してください。
通電を遮断するには、 電源プラグを抜いて 
ください。
本機は指定 （表示） された電源電圧 
（交流100 V） で使用する

交流
100 V

•	指定 （表示） 以外で使用すると、 火災･
感電･故障の原因となります。
•	接続する前に指定の電源電圧に適合	
しているかもう一度確かめてください。

電源プラグのほこりなどはとる

ほこりを 
とる

•	絶縁不良となり、火災･感電の原因と	
なります。
•	ほこりをとる際は、 かわいた布でふいて	
ください。

雷が鳴りだしたら電源プラグに触れない

接触禁止

•	落雷すると感電することがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜き挿ししたり、
水や液体をかけたりしない

ぬれ手 
禁止

•	水は電気を通すため、感電の恐れが	
あります。
•	必ずかわいた手で持ってください。

電源コードは誤った取り扱いをしない

禁止

	- 束ねない
	- 延長･タコ足配線しない
	- 固定しない

•	束ねての使用やステップルなどで固定
すると内部の電線が切れ発熱し焼損･
発火の原因となります。
•	タコ足配線すると発熱し、 火災･故障の
原因となります。

電源コードを傷つけない

禁止

	- 破損させない
	- 加熱しない
	- 引っぱらない
	- 加工しない

	- 切断しない
	- ねじらない
	- 曲げない
	- 重いものをのせない

•	そのまま使用すると火災･感電の原因
となります｡

電源プラグは確実に挿し込み、抜き挿しが 
弱くなったものは使用しない

禁止

•	不完全な挿し込みは接触不良となり	
発熱･火災･感電の原因となります。
•	時々点検をしてください。

電源プラグやコードは温度や湿度の高い
ところ （こたつの中やサウナなど） で使用
しない

禁止

•	感電･火災の原因となります。

電源プラグやコードは乳幼児が触れたり、
手が届いたりするところに放置しない

禁止

•	感電の原因となります。

電源コードを動かすと電源がオンに 
なったり、 オフになったりするときや、 
コードが部分的に熱いときは使用しない

禁止

•	 コード内部の電線が切れているため、	
使用すると感電･火災の原因となります。

本機内部に水や異物が入ったときは
使うのをやめ、 電源プラグをコンセント
から抜く

使用中止 プラグを 
抜く

•	そのまま使うと火災･感電の	
原因となります｡	
お買い上げの販売店にご相談
ください。
•	特にお子様のいるご家庭では
ご注意ください。

	■ 異常が発生したとき�  
（電源プラグを抜く）
本機や電源コードが異常なとき 
 （煙が出ている、 異常に熱い、 変なにおい
がする） は使うのをやめ電源プラグを 
コンセントから抜く

プラグを 
抜く

•	 そのまま使うと火災･感電の原因となり
ます。お客様による修理は危険ですから
お買い上げの販売店にご相談ください。

家庭用品品質表示法に基づく表示
使用上のご注意
•	内部の温度が上昇しますので、設置の場合は通気のために製品の周囲に�
間隔をおいてください。
•	温度の高い場所や湿気の多い場所で使用しないでください。
•	感電の危険があるため、裏ぶたを開けないでください。
•	ちり、ほこりをとるため内部を掃除するときは、お買い上げの販売店、電気�
店などにご相談ください。
表示者　大阪府大東市中垣内7丁目7番1号　船井電機株式会社

	■ ご使用になるとき
本機をぐらついた台の上や傾いたところ
など、 不安定な場所に置かない

禁止

•	落ちたり、倒れたりして、ケガの原因と
なるため注意してください。

本機の上に水などの入った容器や金属物を 
置かない（花びん、 植木鉢、 コップ、 化粧品、 
薬品など）

水ぬれ 
禁止

•	こぼれて本機の内部に入った場合は、 
火災･感電の原因となります。

本機を水でぬらさない
水滴のかかる場所に置かない

水ぬれ 
禁止

水場での
使用禁止

•	 海岸･水場や雨天･降雪時の窓辺	
での使用や設置に注意して	
ください。
•	風呂場では使用しないでくだ
さい。
•	内部に水が入ると、火災･感電･
故障につながります。

本機を改造または分解しない

改造･ 
分解禁止

•	キャビネットを分解したり、カバーや	
裏ぶたをはずしたりしないでください。	
感電の原因となります。
•	内部の点検･調整･修理は、お買い上げの
販売店にご相談ください。

本機にダストスプレー （エアダスター） を
使用しない

禁止

•	製品内部にガスが溜まった場合は、	
引火し爆発する恐れがあります。

火の中に投入したり、
熱器具に近づけたりして加熱しない
本機の上に火のついたろうそくのような
裸火を置かない

禁止

•	火災や故障および感電やケガの原因と
なる恐れがあります。

他者の安全を守るため、 以下のような 
ときや場所で使用しない

禁止

	- 心臓ペースメーカーや補聴器、 その他の	
医療用電子機器を使用されている方がいる
場合
	- 火災報知器や自動ドアなど自動制御機器の
近く
	- 高精度の制御や微弱な信号を扱う機器の近く

•	本製品の電波の影響を受け、誤作動に	
よる事故の原因となる恐れがあります。

本機の通風孔などから内部に金属類や 
燃えやすいものなどを挿し込まない

禁止

•	火災･感電の原因となります。	
特にお子様のいるご家庭ではご注意	
ください。

	■ 電池の取り扱い
乾電池を使用する場合は、被覆が
やぶれたり、はがれたりしていないものを 
使用する

指示

•	乾電池そのものがショートし、やけど
する危険があります。

電池は乳幼児の手の届くところに置かない

禁止

•	万一、 お子様が飲み込んだ場合は、	
ただちに医師にご相談ください。

本機前面

ディスクトレイ開閉ボタン電源LED

リモコン受光部ディスクトレイ
電源ボタン

USB端子

	●USB端子にはUSB機器以外の機器（パソコンや外付けハードディスクなど）
を接続しないでください。
	●USB機器を接続するときは、延長ケーブルを使用しないでください。

本機背面
電源コード HDMI出力端子

	●端子部に手を触れないでください。
	●本機にアンテナ端子はありません。

ご注意
{DM}

ご注意
{DM}

保　証　書 （表面）

持ち込み修理機種

本保証書は、本書に記載の内容（本書裏面の規定含む）で無料修理または無償交換を 
おこなうことをお約束するものです。

①	�保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または�
お客様ご相談窓口にご相談ください。

②	本書の★印欄に記入･押印のない場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
③	本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
④	�お客様にご記入いただいた住所などの情報は、保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検�
活動のために記載内容を利用させていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。

⑤	�この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、およびそれ以外の事業者に対する�
お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

⑥	本保証書は日本国内で使用される場合のみ適用されます。� �
	 This warranty is valid only in Japan.
⑦	�修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する�
場合がございますが、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、�
あらかじめご了承ください。

●ご販売店様へ
★印欄をご記入のうえ、お客様へお渡しください。

品名 ブルーレイディスクプレーヤー

★ 製造番号

型番 FBP-H260

（ふりがな）
お　名　前
ご　住　所　〒　　　-

お電話番号（　　　　　） -

※

お
客
様

★
販
売
店

店　　名

住　　所

電話番号

保証期間（お買い上げ日から） 本　体 1　年　間

★ お買い上げ日 年　　　　　月　　　　　日

〒574-0013　大阪府大東市中垣内７丁目７番１号
通話料（無　料）お客様ご相談窓口｜電話番号　　　0120-055-271

・本機の製造番号は、本機背面に貼っているラベルに記載されています。

保証とアフターサービス
	■保証書について
	● 保証書は、必ず「お買い上げ日･販売店名」などの記入をお確かめのうえ販売店からお受け取りください。
	● 保証書裏面の「無料修理規定」をよくお読みください。また、当社製品情報サイトの「サポート」ページ
（funai.jp/cs/）の「修理規約」も合わせてお読みください。
	● 保証書は、納品書や領収書と共に大切に保管してください。

製品本体の保証期間は、お買い上げ日から1年間です。

	■ご不明な点や修理に関するご相談
	● 取扱説明書（詳細版）の「困ったときは」や、当社製品情報サイトの「サポート」ページ（funai.jp/cs/）に
従ってお調べください。それでも解決しない場合には、お買い上げの販売店か、「船井電機 お客様ご相談�
窓口」までご相談ください。
	■補修用性能部品の保有期間
	● 当社は、この製品の補修用性能部品を製造打切り後8年保有しています。
	● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
	■部品について
	● 修理の際に、当社の判断により、再生部品または代替部品を使用することがあります。
	● 修理などで交換した部品は、任意に引き取らせていただきます。
	■記録内容の補償について
	● 記録媒体を搭載または使用する製品の場合は、故障または修理･交換により記録内容が消失などする�
ことがありますが、当社に故意または重過失がある場合をのぞき、記録内容の補償はいたしません。

船井電機製品情報サイトの「サポート」ページ（ funai.jp/cs/ ）

	● 製品の取扱いに関するお役立ち情報が満載です。一度ご覧ください。それでも�
解決しない場合には、当社お客様ご相談窓口までお電話をお願いいたします。

お客様ご相談窓口のご案内
取扱い･修理に関するご質問は、
お買い上げの販売店 へお問い合わせください。
※	この製品は、日本国内専用に設計されていますので、国外では使用できません。また、修理対応も�
できません。
	■修理を依頼されるとき
	● 不具合があるときは、電源をオフにして、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡�
ください。
	● 保証期間中は� �
修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、修理させていただきます。
	● 保証期間が過ぎているときは� 	
修理すれば使用できる場合はご希望により有料修理させていただきます。点検･診断のみでも有料とな
ることがあります。
	● 修理料金のしくみ� 	
技術料＋部品代＋出張料などで構成されています。� �
※ 修理のための製品の取りはずし･再設置は、販売店様もしくはお客様でご対応をお願いします。
	● 製品の設定（外部機器との接続･調整･取扱説明など）を依頼されると、有料となることがあります。

	● 修理不可の場合
製品の状態やその他の事情により、修理に代えて製品交換で対応する場合があります。交換品は、新品�
同等の機械的･電気的に動作確認をおこなった交換用製品となります。� �
なお、交換後の製品は、最初のご購入時の保証期間が適用されます。

ご連絡いただきたい内容
•	 お名前
•	ご住所
•	電話番号

•	お買い上げ製品の型番と製造番号� �
（保証書または本機背面のラベルに記載）
•	お買い上げ日
•	症状（故障または不具合の内容）

相談窓口におけるお客様の個人情報のお取扱いについて
•	 お客様より船井電機株式会社およびグループ会社にお電話でお問い合わせいただいた場合�
には、正確にご回答するため、通話内容を記録（録音など）させていただくことがあります。� �
また、折り返しお電話させていただくときのために、「発信者番号表示」を採用しています。� �
あらかじめご了承のうえ、お問い合わせください。
•	 ご相談、ご依頼いただいた内容によっては、サービス活動およびその後の安全点検活動のために、�
当社のグループ会社および秘密保持契約において厳正に管理された業務委託会社に個人情報�
を提供させていただくことがあります。

	●転居や贈答品など、お買い上げの販売店にご依頼できない場合は、当社の窓口へお問い
合わせください。

船井電機 お客様ご相談窓口

0120-055-271( 通話料無料 )
受付時間 9：00～18：00（年末年始を除く）

※ �時間帯によっては、お電話が混み合ってつながりにくいことがあります。�
あらかじめご了承ください。

※ ＦＡＸをご利用の方は、こちらまでFAX：06-6746-3374

■	付属品のご購入についてはこちらをご確認ください。

	 https://www.funai-service.co.jp/shop/funai/

※上記の内容は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。�
�  （2023年10月 現在）

	■ 電源コード･プラグの取り扱い
お手入れの際、 電源プラグを 
コンセントから抜く

プラグを
抜く

•	 安全のため必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。

次のような場合は、 電源プラグを
コンセントから抜いておく

プラグを
抜く

	- 長期間使わないとき
	- 旅行をするとき

•	 安全のため必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。

本機を移動させる場合は、 電源プラグを
コンセントから抜き、 外部の接続線も 
はずす

プラグを
抜く

•	そのまま移動するとコードに傷がつき
火災･感電の原因となります。

電源コードを引っ張らない

禁止

•	電源プラグを抜くとき、 電源コードの
コード部を引っ張るとコードが傷つき
火災･感電の原因となります。

•	 必ず電源プラグを持って抜いてください。
電源コードを引き回さない

禁止

•	戸を介して別の部屋へ引き回さないで
ください。コード内部の電線が切れて
焼損や火災の原因となります。

電源プラグに洗剤や殺虫剤をかけない

禁止

•	発煙･発火の原因となります。

電源コードを熱器具に近付けない

禁止

•	コードの被覆が溶けて火災･感電の	
原因となることがあります。

	■ ご使用になるとき
年に1度を目安に本機内部の掃除を 
依頼する

掃除

•	内部にほこりがたまったまま使用する
と火災や故障の原因となることがあり
ます。
•	内部の掃除やその費用については、	
お買い上げの販売店にご相談ください。

	■ 電池の取り扱い
乾電池は正しく挿入する

正しく 
入れる

•	プラス （+） とマイナス （–） の向きを	
正しく入れる
•	誤って挿入すると破裂･液漏れにより	
ケガや周囲を汚損する原因となること
があります。

指定されていない電池を使用しない

使用禁止

•	破裂、液漏れにより、火災･ケガの	
原因となることがあります。

新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない

使用禁止

•	破裂、液漏れにより、火災･ケガの原因
となることがあります。

乾電池の取り扱いに注意

破裂注意

	- ショートさせない
	- 分解･加熱をしない
	- 火の中に投入しない
	- 日光や火などの過度の熱にさらさない

•	破裂する危険があります。
液もれ、 変色、 変形、 破損など、 乾電池に 
異常のあるときは使用を中止する

使用中止

•	そのまま使い続けると、 破裂や故障	
および感電の原因となる恐れがあり	
ます。

乾電池の廃棄方法に注意

注意

•	電池を廃棄する際は、お住まいの地方	
自治体の廃棄処分方法に従ってくだ	
さい。

リモコン

リモコン発光送信部

本機のリモコン受光部に向けて
操作してください。
本機のリモコン受光部

ディスクトレイを�
開く／閉じる

再生中にオプションメニュー
を表示する

ポップアップメニューを�
表示する

再生や再生中の操作で使用
する

音声を切り換える

画面表示の表示／非表示を
切り換える

ホーム画面を表示する

1つ前の画面に戻る

リピート再生する

字幕を表示する

操作画面などで使用する
•	一部のBD-Videoで
ショートカットキーを�
有効にします。

トップメニューを表示する

方向ボタン：選ぶ
決定ボタン：決定する

本機の電源をオンにする／
オフにする

テレビとつなぐ
	● HDCPに対応していないテレビに接続すると、映像が正しく表示されないことがあります。

テレビ

本機背面

テレビ

HDMIケーブル（市販品）を使用して
接続してください。

HDMI
映像･音声入力

電源プラグを挿し込む
	● 電源プラグを交流（AC） 100 Vのコンセントに挿し込むと、本機が通電状態になります。

本機背面挿し込む

裏面へつづく 

バージョン：1

付属品を確認する

リモコン／1個 単四形乾電池�
（R03）／2本 取扱説明書（簡易版）（本書）／1枚

（FRM-100BDP）
動作確認用

•	取扱説明書（詳細版）については、当社製品�
情報サイトの「FBP-H260」製品ページ�
（funai.jp/bd/h260/）からダウンロードして�
ご覧ください。

取扱説明書のご案内
船井電機 製品情報サイトの「サポート」ページ内「取扱説明書」
ページから、取扱説明書をご覧いただけます。

	 funai.jp/cs/manuals/#h260取扱説明書

&

https://funai.jp/cs/
https://funai.jp/cs/
https://funai.jp/cs/
https://funai.jp/bd/h240/
https://funai.jp/cs/manuals/#h260
https://funai.jp/cs/manuals/#h260


使用上のお願い

免責事項について免責事項について

	● 火災、地震や雷などの自然災害、第三者に�
よる行為、その他の事故、お客様の故意また
は過失、誤用、その他異常な条件下での使用
によって生じた障害に関して、当社に故意
または重過失がある場合をのぞき、当社は
一切責任を負いかねます。あらかじめご了
承ください。
	●本製品の使用または使用不能から生ずる付
随的な障害（事業利益の損失、事業の中断）
に関して、当社に故意または重過失がある
場合をのぞき、当社は一切責任を負いかね
ます。あらかじめご了承ください。
	●本書の記載内容を守らないことによって�
生じた損害に関して、当社に故意または�
重過失がある場合をのぞき、当社は一切責
任を負いかねます。あらかじめご了承くだ
さい。
	●当社が関与しない接続機器、ソフトウェア
などとの意図しない組合わせによる誤動作
やハングアップ（操作不能）などから生じた
損害に関して、当社に故意または重過失が
ある場合をのぞき、当社は一切責任を負い
かねます。あらかじめご了承ください。

使用上のお願い使用上のお願い

	▶�	 本機は日本国内専用です。
	● 本機を使用できるのは日本国内だけです。
This unit is designed for use in Japan 
only.
	▶�	 取り扱いに関すること
	● 非常時をのぞいて、電源オンの状態では絶対に
電源プラグをコンセントから抜かないで�
ください。故障の原因となります。
	●引越しなど、遠くへ運ぶときは、傷がつかな
いように毛布などでくるんでください。�
また、衝撃や振動をあたえないでください。
	●殺虫剤や揮発性のものをかけないでくだ�
さい。また、ゴムやビニール製品などを長�
時間接触させないでください。変色したり、
塗装がはげたりする原因となります。
	●たばこの煙や煙を出すタイプの殺虫剤、�
ほこりなどが機器内部に入ると故障の原因
となります。

	●長時間ご使用になっていると上面や背面が
多少熱くなりますが、故障ではありません。
	●本機は精密電子機器です。長くご愛用いた
だくためにできるだけ丁寧に取り扱って
ください。
	▶�	 使用しないときは
	● ふだん使用しないとき� �
ディスクを取り出し、電源をオフにしてくだ
さい。
	●長期間使用しないとき電源プラグを抜いて
ください。
	▶�	 置き場所に関すること
	● 本機は水平で安定した場所に設置してくだ
さい。ぐらぐらする机や傾いている所など
不安定な場所で使わないでください。ディ
スクがはずれるなどして、故障の原因と�
なります。本機を設置する場所は、本機の重
さが十分に耐えられることを確認して�
ください。また、本機が落下した場合に、�
ケガの原因となるため、高い場所への設置
はしないでください。
	●本機をテレビやラジオなどの近くに置く�
場合には、本機を使用中、組合わせによって
は画像や音声に悪い影響を与えることが�
あります。万一、このような症状が発生�
した場合はテレビやラジオなどからできる
だけ離してください。
	●直射日光のあたる場所、熱器具の近くなど
温度が高くなる場所や、熱源になるような�
機器の上には置かないでください。故障の�
原因となります。
	▶�	 お手入れに関すること
	● お手入れの際は、本機の電源プラグをコン
セントから抜いておこなってください。
	●本機の汚れは柔らかい布（ガーゼなど）で�
軽く拭き取ってください。ティッシュペー
パーや硬い布は使わないでください。
	●ベンジンやシンナーなど有機溶剤、石油類
は絶対に使用しないでください。本機表面
を変質させます。
	●汚れがひどいときは、水で薄めた弱い中性
洗剤を柔らかい布に含ませ、固く絞った後
に拭き取ります。中性洗剤を使って拭いた
後は、温水に浸した布を固く絞って、中性�
洗剤を拭き取ってください。また、拭き取る
ときは、本機に水が入らないように、十分�
注意してください。

	●本機には内部で発生した熱を外部へ逃がす
ために通風孔が設けられています。通風孔
がほこりなどで塞がれてしまうと放熱が�
不足し故障の原因となりますので、本機�
背面／側面／底面の通風孔にほこりが溜ま
らないように本機の設置場所およびその�
周辺を定期的に掃除してください。
	▶�	 ディスクの持ちかた
	● ディスクの端または中央を持ち、記録･再生
面（光っている面）には手を触れないでくだ
さい。
	●指紋が付いたり汚れたりしたときは、水を
含ませた柔らかい布で拭いたあと、から�
拭きしてください。布で拭く方向は、ディス
クの中心から外側に向けて拭いてくだ�
さい。
	●シンナーやベンジン、アルコール、アナログ
レコード用のクリーナー、静電気防止剤など
は絶対に使用しないでください。ディスク
を傷める原因となります。
	▶�	 クリーニングディスクについて
	● 市販品のレンズクリーナーやレンズクリー
ニングディスクは、本機では使わないで�
ください。故障の原因となります。
	▶�	 ディスクの保管について
	● 使用後は、所定のケースに入れて保管して�
ください。ケースに入れずに重ねたり、なな
めに立てかけて置いたりすると、変形や�
反りの原因となります。
	●直射日光の当たる場所や熱器具の近く、�
締め切った自動車内など、高温になる場所
に放置しないでください。
	▶�	 次のようなディスクは使わないでく
ださい
	● ディスク自体の破損や本機の故障の原因と
なります。
◦傷が付いているディスク。
◦�ラベルやシールが貼られている�
ディスク。
◦ラベルがはがれているディスク。
◦のりがはみ出しているディスク。
◦�ひび割れ、変形、接着剤などで補修�
したディスク。
◦六角形など、特殊な形状のディスク。

	▶�	 8 cm盤のディスクを使用するときは
	● ディスクはトレイの中央の溝に確実にはめ
てください。
	● 8 cmアダプターなしで使用できます。
	▶�	 ディスクトレイについて
	● ディスクトレイの開閉は、本機またはリモ�
コンのボタン操作でおこなってください。
手で押して閉じたり、動いているディスク�
トレイに触れたりすると、故障の原因となり
ます。
	●本機で再生できないディスクやディスク�
以外のものをディスクトレイに入れないで
ください。またはディスクトレイ上から�
押したり、ものを置いたりしないでくだ�
さい。故障の原因となります。
	●ディスクトレイに入れられるのは1枚だけ
です。2枚など、複数のディスクを入れると
故障の原因となります。
	●ディスクトレイの開閉時に異常がある場合
は、保護機能によって自動的に止まります。
	●本機で使用したときに異常を示すメッセー
ジが出るディスクを、本機以外の機器で�
使用すると、ディスク内部のデータを破損
し、再生できなくなることがありますので、
ご注意ください。
	▶�	 音量について
	● 市販品のBD-Video／DVD-Videoの中�
には、音量が音楽用CDなどの他のソフトよ
りも小さく感じられる場合があります。こ
のようなディスクの再生のためにテレビや
アンプ側の音量を上げたときには、再生が
終わったあとに必ず音量を下げてくだ�
さい。
	▶�	 再生するときの制約
	● 本書では、本機の基本的な操作のしかたを
説明しています。市販品のBD-Video／
DVD-Videoなどは、ディスク制作者側の�
意図で再生状態が決められていることが�
あります。本機はディスク制作者が意図�
した内容に従って再生をするため、操作し
た通りに動作しないことがあります。再生
するディスクに付属の説明書もご覧くだ�
さい。
	●ボタン操作中にテレビ画面に   が表示さ
れることがあります。  が表示されたとき
は、本機もしくはディスクがその操作ができ
ないことを示します。

	▶�	 HDMI連動機能（[機器制御]機能）について
	● 推奨機器以外の機器を本機のHDMI出力端子
に接続した場合に、本機がHDMI連動対応機
器として認識し、一部の連動操作ができるこ
とがありますが、その動作につきましては保
証の対象ではありません。
	▶�	 結露（露付き）について
	●“結露（露付き）” とは、例えば、よく冷えた
ビールをコップについだときのコップの表
面につく水滴です。この現象と同じように、
本機の内部のピックアップレンズや部品、
部品内部などに水滴がつくことがありま
す。
	●“結露（露付き）”は本機が下記の状態のとき
におきやすくなります。
◦�寒いところから、急に暖かいところに
移動したとき
◦�暖房を始めたばかりの部屋や、エアコ
ンなどの冷風が直接あたるところに
置いたとき
◦�夏季に、冷房のきいた部屋･車内など
から急に温度･湿度の高いところに移
動したとき
◦�湯気が立ちこめるなど、湿気の多い部
屋に置いたとき

	●“結露（露付き）”がおきたとき、またはおき
そうなときは本機のご使用をただちにやめ
てください。または電源プラグをコンセン
トに挿入しないでください。“結露（露付
き）”がおきた状態で本機を使用すると、
ディスクや部品を傷めることがあります。
	▶�	 本機の廃棄、または他の人に譲渡する
とき
	● 廃棄の際は、地方自治体の条例または規則
に従ってください。
	●本機には、各種機能の設定時に入力したお
客様の個人情報が記録されます。本機を廃
棄･譲渡などする場合には、設定画面の「そ
の他」から各種「初期化」をおこない、暗証番
号や個人情報なども含めて、初期化するこ
とをおすすめします。
	●お客様または第三者が本機の操作を誤った
とき、または故障･修理のときなどに本機に
保存されたデータなどが変化･消失する恐
れがあります。これらの場合について、当社
に故意または重過失がある場合をのぞき、
当社は責任を負いかねます。あらかじめご
了承ください。

	▶�	 著作権について
	● ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、�
公開演奏、レンタル（有償、無償を問わず）�
することは、法律により禁止されています。
	●本機は、Rovi Corporationならびに他の�
権利者が保有する米国特許およびその他の
知的財産権で保護された著作権保護技術を
採用しています。この著作権保護技術の�
使用はRovi Corporationの認可が必要で
あり、Rovi Corporationの認可なしでは、
一般家庭用または他のかぎられた視聴用�
だけに使用されるようになっています。�
改造または分解は禁止されています。
	●ドルビーラボラトリーズからの実施権に�
基づき製造されています。Dolby、ドル
ビー、Dolby Audio及びダブルD記号は�
ドルビーラボラトリーズライセンシング
コーポレーションの商標です。

	● For DTS patents, see http://patents.dts.
com. Manufactured under license from 
DTS, Inc. or DTS Licensing Limited. DTS, 
Digital Surround, DTS 2.0 + Digital Out, 
and the DTS logo are registered 
trademarks or trademarks of DTS, Inc. in 
the United States and other countries. 
© 2024 DTS, Inc. ALL RIGHTS 
RESERVED.

	● Blu-ray Disc™ （ブルーレイディスク）、
Blu-ray™ （ブルーレイ）、BONUSVIEW™、
AVCREC™および関連ロゴはブルーレイ
ディスク アソシエーションの商標です。

	●“DVD Logo”はDVDフォーマットロゴライ
センシング株式会社の商標です。

	● HDMI、High-Definition Multimedia 
Interface、およびHDMIロゴ は、米国およ
びその他の国におけるHDMI Licensing 
Administrator, Inc. の商標または、登録�
商標です。

	● OracleとJavaは、Oracle Corporation�
およびその子会社、関連会社の米国および
その他の国における登録商標です。文中の�
社名、商品名などは各社の商標または登録
商標である場合があります。

	●“AVCHD”および“AVCHD”ロゴはパナ
ソニック株式会社とソニー株式会社の�
商標です。

	●“x.v.Color”および“x.v.Color”ロゴは、�
ソニー株式会社の商標です。

	●本製品は、AVC Patent Portfolio �
LicenseおよびVC-1 Patent Portfolio �
Licenseに基づきライセンスされており、�
お客様が個人的かつ非営利目的において�
以下に記載する行為にかかわる個人使用を
のぞいてはライセンスされておりません。
詳細については米国法人MPEG LA, �
LLC（https://www.mpegla.com）を� �
ご参照ください。
◦�AVC規格に準拠する動画を記録する
場合
◦�個人的かつ非営利活動に従事する�
消費者によって記録されたAVC規格
に準拠する動画およびVC-1規格に�
準拠する動画を再生する場合
◦�ライセンスを受けた提供者から入手
されたAVC規格に準拠する動画およ
びVC-1規格に準拠する動画を再生�
する場合

	● Cinavia™
	 Cinaviaの通告
	 この製品はCinavia技術を利用して、商
用制作された映画や動画およびそのサ
ウンドトラックのうちいくつかの
無許可コピーの利用を制限しています。�
無許可コピーの無断利用が検知される
と、メッセージが表示され再生あるいは
コピーが中断されます。� �
Cinavia技術に関する詳細情報は、� �
https://www.cinavia.com の Cinavia
オンラインお客様情報センターで提供
されています。� �
Cinaviaについての追加情報を郵送で�
お求めの場合、Cinavia Consumer 
Information Center , P.O. Box 
86851, San Diego, CA, 92138,�
USAまではがきを郵送してください。� �
この製品はVerance Corporation�  �
（ベランス･コーポレーション）の
ライセンス下にある占有技術を含んで
おり、その技術の一部の特徴は米国特許
第7,369,677号など、取得済みあるい
は申請中の米国および全世界の特許や、
著作権および企業秘密保護により保護
されています。CinaviaはVerance 
Corporationの商標です。� �
Copyright 2004-2014 Verance 
Corporation. すべての権利はVerance
が保有しています。� �
リバース･エンジニアリングあるいは逆
アセンブルは禁じられています。
	●本製品に搭載されている「UD新ゴ R」、
「UD新丸ゴR」は、株式会社モリサワより�
提供を受けており、フォントデータの著作
権は同社に帰属します。
	●その他に記載されている会社名、ブランド�
名、ロゴ、製品名、機能名などは、それぞれの
会社の商標または登録商標です。

本機で使われるソフトウェアのライセンス情報
本製品に組み込まれたソフトウェアは、複数のソフトウェアコンポーネントで構成されて�
おり、それぞれのソフトウェアコンポーネントには、当社または第三者の著作権が存在�
します。
•	本製品には、GNU General Public License（以下、GPL）およびGNU Lesser 
General Public License（以下、LGPL）に基づき利用許諾されるソフトウェアが搭載
されています。

ーGPLソフトウェア：	� bash、coreutils、dibbler、e2fsprogs、findutils、
formatTool、freetype、gawk、gcc、gconv、gdb、grep、
gzip、inetutils、iproute2、iputils、linux、linux-fusion、
module-init-tools、mtd-utils、ncurses、net-tools、
ntfsprogs、ntp、procps、psmisc、sawman、sed、
squashfs、sysvinit、tar、tcpdump、u-boot、udhcp、�
util-linux-ng

ー LGPLソフトウェア：	� DirectFB、glibc、libusb、libusb-compat、mtp

•	本製品に組み込まれたGPLソフトウェアおよびLGPL ソフトウェアについて、お客様に�
これらのソフトウェアのソースコードの入手、改変、再配布の権利があることをお知らせ�
いたします。当該ソースコードは現状有姿で提供され、当社は、当該ソースコードに�
関し、第三者の権利を侵害していないという保証、特定目的への適合性についての保証�
など、当社に故意または重過失がある場合をのぞき、当社は一切の保証責任または担保�
責任も負いかねます。また、当該ソースコードに関して発生するいかなる問題も、お客様
の責任と費用負担で解決されるものとします。
•	詳細については、[ ホーム ]   ➡   設定   ➡   その他  の  ライセンス情報  でご確認いただけます。
•	組み込まれたGPLソフトウェアおよびLGPLソフトウェアの入手方法については、�
以下の連絡先にご連絡ください。

（連絡先）
〒574-0013
大阪府大東市中垣内7 丁目7 番1 号
船井電機株式会社

仕様
一般

型番 FBP-H260

信号方式 NTSC方式

電源 AC100 V　50／60 Hz

定格消費電力 7 W

待機時消費電力 約0.5 W

許容動作温度 5～40 ℃

許容湿度 80 ％最大（結露なきこと）

外形寸法 280（幅）×41（高さ）×201（奥行）mm

質量 約1.0 kg

端子部

HDMI出力端子 Type A端子（19ピン）1系統

USB端子 USB 1.1、USB 2.0準拠　TypeA　DC 5 V
最大　500 mA

	●仕様および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。

無料修理規定
（イ）	�取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書きに従った正常なご使用状態で、保証期間中	

に故障した場合には、本保証書に従い、無料修理いたします。ただし、製品の状態やその
他の事情により、修理に代えて製品交換で対応する場合がありますので、あらかじめご了
承ください。

（ロ）	�次のような場合には、保証期間中でも有料修理あるいは修理が不可能な場合、同等製品
との有償交換となります。

	 ①	本保証書のご提示がない場合。
	 ②	� 本保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名など必要事項の記入や押印が�

ない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
	 ③	� 使用上の誤り、結露や水濡れあるいは不当な改造、修理、加工による故障および�

損傷。（取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損害に関して、責任を
負いません。）

	 ④	お買い上げ後の取り付け場所の移動、輸送、落下、衝撃などによる故障および損傷。
	 ⑤	� 業務用･商業用による使用や車両、船舶などに搭載して使用した場合に生じた故障

や損傷。
	 ⑥	� 火災、塩害、ガス害（硫黄ガスなど）、地震、落雷、津波および風水害、その他天災地変、

あるいは異常電圧などの外部要因による故障および損傷。
	 ⑦	錆、カビ、過度な汚れなどによる故障や損傷。
	 ⑧	虫などの動植物や、タバコの煙、ゴミや埃などの異物混入による故障や損傷。
	 ⑨	� 故障の原因が本機以外（通信･受信環境、 あるいは接続している機器およびケーブル�

類、海賊版などの違法ディスクや傷ついたり汚れたりしている不正なディスク�
など）の製品にある場合。

	 ⑩	� 本機の使用または使用不能による付随的な損害に関して、当社に故意または重過失
がある場合をのぞき、当社は一切の保証責任または担保責任も負いかねます。あらか
じめご了承ください。

	 ⑪	� 予告なく変更や追加される、あるいは規格の異なる記録媒体、アプリケーション、�
コンテンツ、放送および電源電圧による不具合。（インターネットを使用して提供�
されるサービスは、予告なく休止したり、サービス自体が終了されたりする場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。）

（ハ）	�記録媒体を搭載または使用する製品の場合、故障の際または修理･交換により記録内容
が消失などする場合がありますが、記録内容についての補償はいたしません。

（ニ）	�製品を直接修理窓口へ送付した場合の送料などはお客様の負担となります。また、	
出張修理･出張によるソフトウェアのアップデートをおこなう場合は、出張料はお客様
の負担となります。

※	 �環境保護などを推進するため、弊社の判断により修理の際に再生部品または代替部品を	
使用することがありますので、あらかじめご了承ください。また、修理後、交換した	
部品は弊社が任意にお引き取りさせていただきます。

※	 �製品交換となる場合の弊社からお届けする交換品は、弊社にて分解、クリーニング、	
消耗･不具合部品の交換、再調整などおこなった新品同等の機械的、電気的に動作確認
をおこなった交換製品となります。

※	 �本保証書にもとづく無料修理（製品交換含む）後の製品については、最初のご購入時の
保証期間が適用されます。

修理メモ

保　証　書 （裏面）
（表面もご覧ください。）

再生できるメディア

	▶�	 ブルーレイディスク
BD-RE （Ver. 2.1） BDMVまたはBDAV方式で記録されたディスク（未ファイ

ナライズのディスクは再生できないことがあります。）BD-R （Ver. 1.1、1.2、1.3）

BD-Video リージョンコードに が含まれるディスク

ホーム画面

ディスクに記録されたコンテンツの再生を
します。

USB機器から再生します。

本機の設定変更ができます。

•	 ディスクを再生する場合は デディスィスクク を、USB機器から再生する場合は【 UUSSBB 】を選択し [ 決定 ]  を押して�
ください。

ディスクを入れる

1	 [B 開閉 ]

 を押し、ディスクトレイを開く

2	 ディスクを、ラベル面を上にしてディスクトレイの上に置く

•	 両面ディスクを再生するときは再生する面を下にしてください。

3	 	[B 開閉 ]  を押して、ディスクトレイを閉める
•	 ディスクの読み込みが始まります。（読み込みに時間がかかることがあります。）

	▶�	 ディスクを取り出すには

[B 開閉 ]  を押してディスクトレイを開き、ディスクを取り出してください。�
ディスクを取り出したあとは、[B 開閉 ]  を押し、ディスクトレイを閉じてください。

ディスクを再生する

1	 再生したいディスクを入れる
•	 ディスクの入れかたは「ディスクを入れる」をご覧ください。
•	 ブルーレイディスク、DVD、AVCHD、または音楽用CDなどのディスクに1種類のみのファイル
形式のファイルが含まれる場合は、自動的に再生が始まります。始まらないときは  [ 再生 ]  を押して
ください。

•	 ディスクに画像ファイルや音楽ファイルが含まれる場合は、ファイル一覧を表示します。� �
（手順 2 をご覧ください。）ファイル形式が１種類の場合でもファイル一覧を表示します。
•	 ディスクによってはタイトル画面やディスクメニュー画面を表示する場合があります。� �
表示されるメニューは、ディスクによって様々です。くわしくは、ディスクに付属の説明書をご覧
ください。

•	 ブルーレイディスクの読み込み中に「読み込み中」「しばらくお待ちください。」と表示されること
があります。

2	 再生したいファイルの種類を選んで、[ 決定 ]  を押す

•	 ファイル一覧を表示します。

１つ前のタイトル、チャプター、トラック、�
ファイルに戻るには [ スキップ戻る ]  を押す

次のタイトル、チャプター、トラック、�
ファイルに進むには [ スキップ進む ]  を押す

一時停止するには [ 一時停止 ]  を押す

通常再生に戻るには [ 一時停止 ]  または  [ 再生 ]  を押す

停止するには [ 停止 ]  を押す※

※ レジュームポイント（再生停止位置）を記録します。

	▶�	 レジューム機能（つづき再生）について
ブルーレイディスク、DVD、AVCHD、音楽用CD
ホーム画面でディスクのアイコンが選ばれている状態で [ 決定 ]  または  [ 再生 ]  を押すと、前回�
停止した場所から再生が始まります。
「はじめから再生する場合は、決定ボタンを押してください。」と表示されているときに�
 [ 決定 ]  を押すと、ブルーレイディスク、DVD、AVCHDの場合はタイトルの最初から、音楽用
CDの場合はCDの1曲目から再生が始まります。

音楽ファイル
前回停止したファイルが選ばれている状態で [ 決定 ]  または  [ 再生 ]  を押すと、前回停止した場所
から再生が始まります。

•	 再生中に  [ ホーム ]  を押すと、再生を停止してホーム画面を表示します。
•	 BD-Javaアプリではレジューム機能が使えないことがあります。
•	 ブルーレイディスク、DVD、AVCHD、音楽用CDのレジュームポイント（再生停止�
位置）は、本機の電源をオフにしても残ります（画像ファイル、音楽ファイルを�
のぞく）。レジュームポイントを消去するには本機からディスクを取り出してください。

•	 AVCHDと画像ファイルまたは音楽ファイルを含むディスクは、AVCHDとして�
再生します。

•	 高ビットレートのFLACファイル（.flac）、WAVファイル（.wav）を含むCDやDVD
は、正しく再生されないことがあります。

•	 本機では、マルチボーダー（マルチセッション）で記録したBD-RE／BD-Rや
DVD-RW／DVD-Rに追記されたデータ領域を読み込むことはできません。

•	 画像ファイルはレジューム機能（つづき再生）に対応しておりません。

画像ファイルの表示について
•	  を押すたびに、画像が90度回転します。
•	 記録状況により、操作ができないフォルダーやファイルが一覧に表示されることが
あります。

•	 高解像度の画像は、表示するまでに時間がかかることがあります。
•	 本機では、プログレッシブJPEGファイル（プログレッシブ形式で保存されたJPEG
ファイル）を読み込むことはできません。

お知らせお知らせ

テレビの入力を切り換える

HDMI1

❷ 外部入力に切り換える

❶ 電源をオンにする

テレビのリモコンを使って
操作してください。

〈テレビの入力切換表示一例〉

テレビのリモコンの「入力切換」ボタンを
繰り返し押して、テレビ画面に本機が接続
されているHDMI入力を表示させます。

電源ボタン

入力切換ボタン

HDMI 2HDMI 1 ビデオ

•	 本機をご使用の場合は、毎回テレビの入力切り換えが、本機がつながれている入力に
切り換わっているかご確認ください。

本機の電源をオンにする

本機のリモコンを使って操作してください。

	● 電源がオンになると電源LEDが点灯し、ホーム画面が表示されます。

お知らせお知らせ

	▶�	 DVD
DVD-RW VR方式、AVCREC™ 方式、ビデオモードで記録された、

ファイナライズ済みのディスクDVD-R

DVD-Video リージョンコードに や が含まれるディスク

	▶�	 CD

CD-RW や が記載されているCD

CD-R や が記載されているCD

CD-DA （音楽用CD） が記載されているCD

	▶�	 USB機器
USB機器 ◦	USBメモリー ◦	SDカードリーダー※

※ SDカードリーダーを介して、SDカードなどをご使用いただくこともできます。

再生できるフォーマットについて

	▶�	 AVCHD
本機は、DVDに書き込んだ、またはSDカードにコピーした単体のAVCHDファイル
（*.m2ts、 *.mts、 *.m2t）は再生できません。AVCHDファイルを含んだDVDまたは�
SDカードは、AVCHDフォーマット規定に沿ったフォルダーや階層の構造を持つ必要が�
あります。AVCHD対応機器やソフトを使ってDVDやSDカードに書き込んでください。�
くわしくはAVCHD対応機器やソフトの取扱説明書をご覧ください。

	▶�	 画像ファイル（JPEGファイル（.jpg／.jpeg）、PNGファイル（.png））
本機で再生できる画像ファイルは以下になります。
サブサンプリング （4：4：4の場合） 32×32 ～ 4,096×4,096
サブサンプリング （4：2：2または4：2：0の場合） 32×32 ～ 5,120×5,120
	●1ファイルの再生可能容量は12MBまでです。
	● JPEGファイルをディスクに書き込む場合はUDF、ISO 9660またはJOLIETフォーマットで
書き込んでください。

&




